
ＩＪＣ２０２-Ｔ タイプ　 －取付方法及び操作手順－
ガーデンライト用パワーパック 時間表示部
（タイマー機能付１２Ｖ変換機器） 準　　備

取扱説明書／使用上の注意 Ａ： 本機器裏面の＋、－の端子〔図③〕に専用ケーブ

ルをしっかりと接続してください。 　各表示ランプ（６種）
Ｂ： 本機器のプラグを屋外コンセントに接続してくださ

い。 〔 図 ③ 〕

・本機器を庭園灯のランプ電源以外に使用しないでください。 Ｃ：電源スイッチを押してください。 電源 自動 手動 現在 点灯 消灯 パワーパックの裏面
故障の原因となります。 各表示ランプは 〔 図 ① 〕 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　　電源　　自動　　手動　　現在　　点灯　　消灯
端子

・設置する場所は、ボイラー、エアコン室外機の付近などの セット

高温になる場所は避けてください。 切替

・本機器は防水タイプですが、出来るだけ直射日光、水、雨

水が直接当たらない場所に設置してください。 　　点灯　　点滅　　消灯　　点滅　　消灯　　消灯

・本機器は必ず指定された電源電圧で使用してください。 の状態になります。

それ以外の電圧で使用しますと火災、破裂、発火、発煙、 ａ ｂ ｃ
発熱、感電、やけどの原因となります。

・配線方法を変更したり、器具を移動する時は安全のため 　ＰＯＩＮＴ①
必ず電源コードをコンセントから抜いてください。 　　(1) 現在の時刻を設定する （現在時刻セット前に戻ります）

・本機器を改造、分解しないでください。絶縁不良になったり 　　(2) 点灯させたい時刻を記憶させる ① “セット切替”ボタン〔図② ｂ〕を押して消灯ランプを 全てのデータ（設定）を消去するには“↑”ボタン〔図

安全装置が作動しなくなったりして、火災、発火、発熱、感電、 　　(3) 消灯させたい時刻を記憶させる 点滅させてください。 ② ｃ〕を長く押してください。

けがの原因になります。 　の順に３つの作業をします。 ② 現在時刻の設定で行なった②の操作を行なって、 　　※時間表示部が“--：--”となり未設定状態になります。

・コンセントに差込むコードを切断しないでください。 消灯時刻をセットしてください。

・指定されたワット数以上にライトをつけないでください。 （注意）　リセット後に再度設定される際は 表示ラン

　　プを〔図①〕の状態に戻してから行ってください。

① 現在ランプの点滅を確認してください。 　　違うランプが点滅したりしている場合は “セット切

　　※点滅していない場合は“セット切替”ボタン〔図② ｂ〕を押して、 “セット切替”ボタン〔図② ｂ〕を順に押して「現在時刻」 　　替”ボタン〔図② ｂ〕を押して〔図①〕の状態に戻

　　現在ランプを点滅の状態にしてください ・「点灯時刻」・「消灯時刻」それぞれの設定時刻を確 　　します。

・安全上、乳幼児の手の届かない場所に設置し、ご使用くだ ② “セット切替”ボタン〔図② ｂ〕を長押しすると時間表 認してください。

さい。 示部が“--：--”から“-0：00”となり点滅します。 　ＰＯＩＮＴ②
・専用ケーブルの配線接続は端子台に短絡、脱落しなように 10秒以内に“↑”ボタン〔図② ｃ〕を押して現在時刻に 　　ＰＯＩＮＴ①の(1)の作業の時、〔自動〕と〔現在〕の

確実に接続してください。 します。 　　ランプが点滅している状態で時刻の設定に入る

　　※“入／切”ボタン〔図② ａ〕を押すと時刻は後退します それぞれの時刻の設定が完了し、自動ランプが点滅し 　　(2)の作業の時、〔自動〕と〔点灯〕のランプが点滅

　　※時間表示は２４時間表示です ている状態で“入/切”ボタン〔図② ａ〕を押すと、自動ラ 　　している状態で時刻の設定に入る

③ 希望の時刻に合せてから無操作状態が10秒続く ンプは点灯に切り替わり自動運転が開始されます。 　　(3)の作業の時、〔自動〕と〔消灯〕のランプが点滅

・本機器は0℃～40℃の温度内で使用してください。 と現在ランプと時刻表示が自動的に点滅から点灯に 　　している状態で時刻の設定に入る

・本機器の上に物を置かないでください。 替わり、その時刻を記憶します。

所定の機能が発揮できない事があります。 　ＰＯＩＮＴ③
・ガーデンライトの点灯中にライトの追加、取外し、ランプ 手動にて点灯・消灯をしたい場合、 “セット切替”ボタン 　表示ランプの点滅箇所を切り替える作業は “セッ

交換はしないでください。 ① “セット切替”ボタン〔図② ｂ〕を押して点灯ランプを を押して手動ランプを点滅させてください。 　ト切替”ボタン〔図② ｂ〕を押して切り替える。

もし、前記の作業をしますと回路中のワット数が変動し、５秒 点滅させてください。 この状態が《手動モード》です。

間動作が停止（消灯）し、その後、自動的に復帰します。 ② 現在時刻の設定で行なった②の操作を行なって、 ① “入/切”ボタン〔図② ａ〕を押すと点灯します。 　通電時にケーブルの銅線同士を接触させないよ

・100Ｖ電源が切れた場合、設定内容は約１時間記憶されて 点灯時刻をセットしてください。 ② 再び“入/切”ボタンを押すと消灯します。 　うに充分ご注意ください。

いますが、１時間経過後は無効になってしまいますので再度 　機器を損傷する恐れがあります

設定をしてください。

危 険

〔 図 ② 〕

消灯時刻の設定

時刻セット・本機器に針金などの金属類を差込まないでください。
火災、発火、発熱、感電の原因となります。

設定のリセット

点灯時刻の設定

注 意

入/切電源

現在時刻の設定
確　　認

手動／自動の切替

自動運転の開始

警 告
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